
  
「第３期北海道自殺対策行動計画（素案）」の検討状況について  

１ 概 要  （１）計画根拠     自殺対策基本法第１３条（都道府県自殺対策計画等）  （２）計画期間     ５年間（平成３０年度～平成３４年度）  （３）計画（素案）の概要     別添のとおり  
２ 検討状況  （１）検討組織     北海道自殺対策連絡会議「計画部会」     （部会長～札幌医科大学医学部神経精神医学講座 河西主任教授）       ※構成機関については、別添「北海道自殺対策連絡会議計画部会設置要綱」のとおり  （２）検討状況 

開催月日 検討内容 主な意見 
Ｈ２９．６．２７（火） ・自殺総合対策大綱（素案）について 

・道内の自殺対策の状況確認について 
・第三期計画の概要について など ・取組の地域間格差の解消 

・短期的目標の設定 
・数値目標必要。自損行為の搬送数

など 
・自殺対策に係るコスト など 

Ｈ２９．９．５（火） ・新たな自殺総合対策大綱について 
・道計画の基本的な考え方について 
・北海道医療計画における自殺対策に 
係る領域の検討について ・学校も含めた地域連携体制の構築 

・検証可能なモデル地区の設定 
→成果を全道へ波及 
・成功事例の普及啓発 
・取組の遅延地域の理由等把握 
・自殺背景としての生活困窮や貧困 
・「生きるための促進要因」の仕掛け 
・家族を含めた支援の必要性 

Ｈ２９．１０．１０（火） ・最新の統計情報について 
・道計画（素案）について 
・今後のスケジュール確認について ・「基本方針」のレベルごとの対策に 

ついて、より詳細な説明必要 
・ＳＯＳ出し方教育の取組について 
記載不足 
・ＰＤＣＡサイクルの実施を前提と 
した記載が必要 など  

３ 今後のスケジュール（案）   別添のとおり  
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